
 科目名 留意事項 作戦 

１
日
目 

経済法 

 初手の入りは大切にしてほしい。感覚がよ
くなければ構成用紙に一文目を下書きして
構わない。 

 手が震えるときは、一回ペンをおろしても
構わない 

 困ったら事案が競争に与える影響をできる
だけ細かく、具体的に書く（法律論でミス
っても事実の評価で取り返せる） 

 大振りはせずコンパクトス
イングで。ただしチャンスで
は、フルスイングしてほし
い。 

 経済法のミスは、憲法・ 行政
法で取り返せるから、焦る必
要はない。 
【投手コーチ 3回まで】 

憲法 

 人権が出題された場合、とにかく情熱、熱
い心をもって起案してほしい。 

 結論を違憲とする場合は、憲法裁判所が違
憲とする水準である必要はないが、少なく
とも人権監視委員会が違憲の審判審決をで
きる程度の場合に限る。 

 違憲とする場合は、考えうる合憲論をすべ
てつぶすこと 

 憲法論は、軽く挨拶する程度で構わないし、
法律論の部分ではヒットでよい。間違えて
も法律論でフルスイングしないこと 

 事実の拾い落としがないよう、逐一問題を
読み返すこと 

 速攻はしてもよいが、する必要はない。事実
関係と、利害の対立状況は、冒頭で整理し
てほしい。特に後の段階になって、新事実が
出てくるということだけは避けて、一貫性
のある記述をしてほしい 

 スマートかつ大胆で、情熱的
な答案を望む 

 法律論は堅実に、事実の評価
は大胆にやってほしい 

 法律論の部分では、送りバン
トをしてもらっても構わな
い 
【投手コーチ 2回まで】 

行政法 

 速攻を求める。具体的には、試験開始後 5分
以内に最初の設問に着手すること。 

 敬遠は、積極的にしてもらって構わない。原
告適格については、基本的に敬遠して、末尾
で回答すること。 

 特に本案で裁量権の逸脱濫用の主張をする
場合には、これを冒頭で処理するようにす
る。 

 自信をもって、とにかく強気
で攻めてほしい。 
【投手コーチ 2回まで】 

２
日
目 

民法 

 速攻は求めないが、5 分程度で最初の設問
に着手してほしい。 

 続く設問（例えば設問 2 以下）に目を通す
必要はない（簡単にでも目を通しておく必
要はない）。 

 最初の設問を書き始める前に、配点を確認
し、時間配分を意識してほしい。ただし配点
が単純でなければ、とりあえず最初の設問
を全力でやって、そのあとの設問から時間
配分を意識するのでも差し支えない。 

 ヒットを積み重ねて得点を
伸ばしてほしい 

 自信があるところではホー
ムランを狙ってよいが、それ
は期待しない 
【投手コーチ 4回まで】 

商法 

 時間配分を意識してほしい 
 冒頭で時間配分が決められなければ、投手
コーチを呼んでもらってよい・（1分程度であ
れば熟慮してよい） 

 民法がさほどよくなくても、
次の得意科目民訴につなが
る攻撃をしてほしい。 

 フルスイングというよりか
は、シャープにスイングして
ほしいが、当てに行かず、し
っかりと振り切ってほしい。 
【投手コーチ 4回まで】 

民事訴訟法 

 自由に打ってこい  最後の大量得点チャンス！ 
 連勝で来ていても、とにかく
フルスイングで！ 

 ホームランだけ狙えばOK 
 ただしやみくもに強振しな



いこと 
【投手コーチ 2回まで】 

 中日  短答をがんばる   

３
日
目 

刑法 

 速攻は、求めない。 
 具体的な犯罪について検討する場合には、
とにかく一つ一つの構成要件を検討するこ
と（地道に１点ずつ積み上げてほしい）。 

 明後日の議論をしかねないから、総論部分
は手堅く控えめにいってもらって構わな
い。 

 決してホームランを狙わないこと 

 気合いと根性でなんとかし
てほしい。  

 とにかく慎重に！ 
 コンパクトスイングで着実
にランナーを進め、得点機会
をうかがってほしい。 

 エース対決はせず、最下層の
上位を目指してほしい 
【投手コーチ 8回まで】 

刑事訴訟法 

 事実の評価落としがないよう、気を付けて
ほしい。 

 刑法ができないことは、決まっているから、
焦らず、刑訴でベストパフォーマンスをし
てほしい 

 2日目までに４勝又は絶好調
ならフルスイングで、さほど
よくなければ大振りはせず、
二塁打で構わない。 

 得点状況的に負け筋でも、堅
実に、堅実にいってほしい。 

 プレッシャーを感じる必要
はないので、自分の思いを形
にしてもらえればよい 
【投手コーチ 3回まで】 

 

 


